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drupa 2016 に出展



 

drupa 2016  

 
開催期間 ： 2016 年 5 月 31 日（火）～6 月 10 日（金） 
場所    ： デュッセルドルフ見本市会場 ホール 1～17 号館  
小森ブース： 15 ホール D04 
 
 
2016 年 5 月 31 日（火）から 6 月 10 日（金）までの 11 日間、『drupa 2016』がドイツ・デュッセルド

ルフにて開催されます。 
 
小森コーポレーションは、今回のdrupa 2016に「OPEN NEW PAGES」をテーマに出展いたします。

KOMORIブースにてご提案する技術、ソリューションを通じて、KOMORIはお客様の利益拡大・生

産性向上に貢献できるビジネスパートナーとなりたいと考えております。  



 

ごあいさつ 

 
弊社は、リーマンショック後の世界同時不況を事業構造改革と業態変革により乗り越えてきましたが、

IGAS2015 において、この新しい KOMORI の事業内容を皆様にご覧いただきました。 

今回の drupa 2016 は、本年度の弊社の最も重要な事業活動の 1 つと考えております。 

第一に、今回の drupa 2016 では、KOMORI は IGAS2015 に続き「OPEN NEW PAGES」をメイ

ンテーマにいたします。そして、お客様と KOMORI がつながり、オフセットとデジタルがつながり、印

刷工場の生産や品質に係る経営要素とつなげることで新たなビジネスモデルを提案いたします。こ

の為に、サブテーマとして“Connected Print”を採用しております。IGAS でお見せした、KOMORI
の事業構造変革と営業の業態変革の成果を、お客様が新しいページを開くための鍵やヒントに変え

て、drupa 会場でご覧いただければと考えております。 

第二に、デジタル印刷機において、コニカミノルタ様との共同開発機 Impremia IS29 を drupa より

正式に販売を開始いたします。本年 2 月に KGC（小森グラフィックテクノロジーセンター）で新春展を

開催し 400 名近くのお客様にご来場いただきました。又、同じく 2 月にコモリアメリカコーポレーション、

3 月にコモリインターナショナルヨーロッパ B.V.でも内覧会を行い、多様な用紙への直接印刷が可能、

高い印刷品質、などに高い評価を賜り、多くの引き合いを頂きました。drupa では、KOMORI ならで

はのソリューションをご覧頂きます。更に、ランダ社とのライセンス事業では、注目のナノテクノロジー

を使用した革新的な B1 デジタル印刷機 Impremia NS40 を実演展示いたします。新製品は、世界

初の画期的な B1 デジタル印刷機械として 6,500 回転での高速印刷実演をいたしますが、前回の

drupa でランダ社の発表から 4 年経過し、その間の技術革新と性能向上を実感して頂きたいと思っ

ております。 

第三に、新製品の菊半裁機 LITHRONE G29 を発表いたします。今回は機体のデザインも刷新し、

より高度化・複雑化する時代の印刷ニーズに応えるハイエンドマシンとして生まれ変わりました。今

後、このベースマシンからデジタル機を凌ぐ生産性の高い機械システムに発展させていきます。また、

最新技術を搭載した LITHRONE GX40RP は、究極のパラレル制御を用いたショートメイクレディと

18,000回転の高生産性を、LITHRONE GX40コーター機では、高速パッケージ印刷を実現する新

しい印刷制御と高精度検査システムを実演いたします。オフセット機は全て H-UV システムを搭載し、

K-Supply H-UV インキを使用して実演を行います。drupa を契機に、欧州エリアでの K-Supply
商品の販売強化を図って参ります。 

第四に、PESP 事業の一環として、弊社の断裁機である Apressia CT137 を出品し、H-UV システ

ムで乾燥させた印刷用紙を断裁し、最終製品に仕上げる実演を実施いたします。さらに、工程の見

える化、自動化・省力化、生産性向上、などを強力に支援する KOMORI ICT Solutions の提案を

いたします。これは、クラウドにより、いつでもどこでも簡単に印刷稼働状況の見える化を図る

KP-Connect、全ての印刷機のスケジューリングを最適に行う K-Station 4 が中心になります。 

弊社は、この 4 月から新たな中期経営計画をスタートさせ、引き続き事業構造改革を実行するととも

に、営業の業態変革および PESP 事業を確実に推進し、この先 3 年間で Change（変革）を完了させ

る計画です。drupa は新商品開発のメルクマールであり、今後とも IGAS と並んで商品開発成果を

印刷業界の皆様にしっかりと発信してまいります。弊社は、メインテーマ“OPEN NEW PAGES”の

下に、トータルソリューションプロバイダーとして、お客様に新しい扉を開くためのご提案を実行してま

いります。今後とも、皆様のご支援とご鞭撻を宜しくお願いいたします。 

敬白 

平成 28 年 4 月 4 日 

株式会社 小森コーポレーション 

代表取締役社長 

持田訓 



 

＝ テーマ ＝ 

 

KOMORI の drupa 2016 テーマ “OPEN NEW PAGES” 

サブテーマ “Connected Print” 
 
KOMORIがお客様とともに目指しているもの――。 
それは、「印刷の新たな可能性を広げ、より豊かな印刷コミュニケーションを実現すること」 
OPEN NEW PAGES.  さぁ、新しいページを開きましょう!! 
KOMORIは、進化します。 
オフセット印刷機専業メーカーから、プリントエンジニアリングサービスプロバイダー(PESP)へと大き

く進化します。印刷に関連するオフセット、デジタル、PE(プリンテッド・エレクトロニクス)、資材・機材

など、すべてのソリューションの提案を通して、印刷の新たな可能性を広げていきます。 
さらに、“Connected Print”で革新的に進化します。 
Connected Printによってすべての事柄や機能がつながれば、新しい価値が生まれます。オフセッ

トとデジタル、ハードとソフトなど、全印刷工程がつながり、そして、お客様とKOMORIがクラウドなど

により緊密につながることで、新しい価値やソリューションを創り出し、より豊かな印刷コミュニケーシ

ョンを実現していきます。 
 
drupa 2016のKOMORIブースでは、新たな成長を目指す高付加価値印刷やデジタル印刷への事

業拡大、プリントメディア企業へのチャレンジ、そして、様々なビジネスシーンにおいて、お客様が新

しいページを開くための鍵やヒントを取り揃えています。 
ぜひ、新しいページをご体感ください。 
 
 

＝ 小森ブース ＝ 

 



 

＝ 出展機 ＆ 概要＝ 
 
1. 出展内容 
 

LITHRONE GX40 H-UV 搭載菊全判 6 色オフセット枚葉印刷機 コーター付 

パッケージ印刷や特殊印刷に最適な最新鋭の菊全機 
0.06～1.0mm の幅広い紙厚に対応し、新たな給排紙性能の徹底追求により最高印刷速度

18,000 回転の安定稼動を実現。新たに採用した新型インキローラー自動洗浄は特色印刷稼働の

ネックである色替作業を大幅に改善します。ますますニーズが高まる厚紙・パッケージ印刷を強力

にバックアップする PDF 照合装置*、シートナンバリングシステム*やマスク自動作成ソフト*などの

各種機能・システムを新たに搭載しています。（文中*＝オプション） 
 
・PDF 照合装置* 

イメージセンサーにより印刷物の画像を取り込み、刷版データとの照合を可能にします。これに

より初刷りの段階で印刷の文字欠けなども確認でき、生産ロスや不正紙の流出を防止できま

す。 
・シートナンバリングシステム*／マスク自動作成ソフト* 

シートナンバリングシステムは、フィーダーボード上でシリアルナンバーを打ち、欠点と損紙の突

き合わせを可能にし、品質管理(トレーサビリティー) の強化に貢献します。また、打ち抜きデー

タから事前に検査領域を自動的に作成するとマスク自動作成ソフトとの連携により、ブランクス

単位での品質管理も可能です。 
 

■実演内容 
・高付加価値の厚紙パッケージ印刷 
・H-UV の速乾印刷と K-Supply のコーターニスや特色インキによる高付加価値印刷 
・品質検査システム PQA-S、シートナンバリングシステムや PDF 照合の実演 
・KP-Connect／K-Station 4 による印刷工程管理の実演 

【基本仕様】 

型式  GLX-640+C 
最高印刷速度 18,000sph 
最大紙寸法 750mm×1,050mm 
最大印刷寸法 740mm×1,040mm 
紙厚寸法 0.06mm～1.0mm 
版寸法  811mm×1,055mm 

 
 
  



 

LITHRONE 
GX40RP 

H-UV 搭載菊全判両面 8 色オフセット枚葉印刷機 

オフセットオンデマンドの世界を広げる両面ワンパス機 
オフセットオンデマンド対応の最新鋭の両面専用機。最高印刷速度 18,000 回転。革新的なテクノロ

ジーの新機軸を随所に採用。用紙反転のない両面ワンパス構成は、紙尻余白不要で用紙サイズを

最小限に抑えて用紙コストの削減に貢献します。最先端のショートメイクレディーと H-UV の速乾印

刷で、究極の小ロット・短納期対応を実現します。また、増加傾向にある裏面多色パッケージ印刷の

需要にもフレキシブルに対応します。 
 
■実演内容 
・A4-16 ページのカタログ印刷 
・高品質なギャンギング印刷 
・KP-Connect／K-Station 4 による印刷工程管理の実演 
・K-Supply インキによる実演 

【基本仕様】 

型式  GLX-840RP 
最高印刷速度 18,000sph 
最大紙寸法 750 mm×1,050 mm 
最大印刷寸法 740 mm×1,040 mm 
紙厚寸法 0.04mm～0.5 mm 
版寸法  811 mm×1,055 mm 
※18,000sph仕様は、drupa 2016以降、順次販売予定 

  



 

NEW 
LITHRONE G37 

H-UV L (LED)搭載 A 全判 4 色オフセット枚葉印刷機 

コンパクトでありながら菊全まで対応できる A 全判機 
A 全判機でありながら菊全まで対応できる 640mm×940mm の最大紙寸法。H-UV L (LED)搭載

の速乾印刷で、出版や商業印刷など薄紙・厚紙の幅広い印刷ニーズに威力を発揮。特に、A4 や

米レターサイズの 8 面付けでも、余白に CMS カラーバーを入れて色の管理ができるため、高品質

なページ物印刷には最適です。 
 
■実演内容 
・A4×8 面付けで薄紙パンフレットのドン天印刷 
・高品質な厚紙片面印刷 
・高精度な色調コントロールの実演 
・H-UV L (LED)による速乾印刷 
・KP-Connect／K-Station 4 による印刷工程管理の実演 
・K-Supply 商品の紹介 

【基本仕様】 

型式  GL-437 
最高印刷速度 15,000sph 
最大紙寸法 640mm×940mm 
最大印刷寸法 620mm×930mm 
紙厚寸法 0.04mm～0.6mm 
版寸法  700mm×945mm 
※drupa 2016以降、順次販売予定 

NEW H-UV L (LED) LEDタイプ ―新登場！― 
2009 年の発売以来、全世界で600台以上が稼働しているH-UVに、LEDが加わりました。 
このH-UV L (LED) は、drupa 2016 のKOMORI ブースにてLITHRONE G37の4 色機に

搭載して実演をします。 

 
  



 

 

NEW 
LITHRONE G29 

H-UV 搭載菊半裁寸延 5 色オフセット枚葉印刷機 コーター付 

高度化・複雑化するニーズにハイレベルで応える菊半裁機 
最高印刷速度 16,500 回転、厚紙にも高速安定性を発揮。近年高まっている H-UV 印刷にもベスト

マッチの高品位印刷を可能にします。さらに、最新の各種システムや自動化装置の搭載で、さらな

るショートメイクレディーとトータルリードタイムの削減を実現し、多種多様な高付加価値印刷にも柔 
軟に対応します。 
 
■実演内容 
・ポストカードの厚紙印刷 
・アプリシア CT137 での断裁加工 
・ポスター印刷 
・KP-Connect／K-Station 4 による印刷工程管理の実演 
・K-Supply インキによる実演 

【基本仕様】 

型式  GL-529+C 
最高印刷速度 16,500sph 
最大紙寸法 530mm×750mm 
最大印刷寸法 520mm×740mm 
紙厚寸法 0.04mm～0.6mm 
版寸法  605mm×760mm 
※drupa 2016以降、順次販売予定 

 
 

NEW 
Apressia CT137 

四六全ワイドプログラム油圧クランプ大型断裁機 

最新の安全対策と使いやすさを追求した KOMORI の断裁機 
KOMORI では、後加工機の製品群であるアプリシアシリーズをラインアップしました。その最初の

製品がアプリシア CT137 です。洗練されたデザイン、抜群の操作性と厳しい安全規格を兼ね備

え、優れたコストパフォーマンスを発揮します。 

【本体仕様】 
テーブル幅 2,900mm 
テーブル高さ 900mm 
最大断裁高さ 165mm 
最大断裁幅 1,370mm 
最大断裁長 1,450mm 
クランプ荷重 1,500～45,000N (153～4,589kgf) 

 
 
  



 

NEW 
Impremia IS29 

29 インチ枚葉 UV インクジェットデジタルプリンティングシステム 

高品質・高信頼性・安定性を実現するプロ仕様のデジタル印刷機 
最大紙サイズ 585×750mm に対応する最新鋭のデジタル印刷機。通常のオフセット用紙に対して、

そのまま印刷することが可能で、幅広い用紙適性に対応します。 
また KOMORI のオフセット製造技術が盛り込まれたユニットは優れた階調再現と見当精度を生み

出し、オフセットに迫る高品質印刷を実現します。この用紙適性と高品質は、オフセットとデジタルの

融合をもたらし、シームレスで最適な設備の組合せを実現することが可能です。 
また、UV インクジェットの特徴を活かして商業印刷はもとよりパッケージ印刷にも威力を発揮しま

す。drupa では厚紙両面印刷を実演し、さらにデジタル加工機との連携で広がる、新しいビジネスモ

デルの提案をご覧頂きたいと考えております。 
従来の多品種・小ロット・短納期に対応するだけでなく、バリアブル、高色域といった付加価値を持っ

た Impremia IS29 は今後加速するデジタル印刷ビジネスに多大なメリットをもたらします。 
 
■実演内容 
・オフセット印刷と同じ用紙に同じ絵柄を、K-ColorSimulator 2 を用いてカラーマッチング 
・串刺し面付け（ブックブロック）形式によるバリアブル出力 
・ポスター印刷で 3 種類の紙に 3 種類の絵柄をバリアブル出力 
・CMYK の 4 色インクで広色域の表現も可能 
・紙フォルダの厚紙印刷 
・KP-Connect／K-Station 4 による印刷工程管理の実演 
・多様な印刷サンプルの展示 

【基本仕様】 
出力解像度 1,200dpi×1,200dpi 
印刷速度 （片面時）3,000sph （両面時）1,500sph         
最大紙寸法 585mm×750 mm 
最大印刷寸法 （片面時）575 mm×735 mm  （両面時）575 mm×730 mm 
紙厚  （片面時）0.06 mm～0.6 mm  （両面時）0.06 mm～0.45 mm 

  



 

NEW 
Impremia NS40 

40 インチ枚葉ナノグラフィックプリンティングシステム 

ナノ顔料による革新的なシステムのデジタル印刷機 
Impremia NS40 は、Nanographic Printing®プロセス（Nanography®）を使用した画期的なシ

ステムのデジタル印刷機です。この革新的なシステムと印刷プロセスには、独自開発した数十ナノ

メーターサイズのナノ顔料粒子を色材として含む水性インク Landa NanoInk®を採用しています。 
Nanographic Printing®プロセスでは、まず

数十億個のインク滴を打ち出します。これは

ヘッドから原反に直接ではなくブランケットに

射出されます。それぞれのインク滴は加熱さ

れたブランケットに付着して広がると、すぐに

水分が蒸発し、極めて薄いポリマー膜となり

ます。転写のために原反と接触して圧力がか

かると、この薄い 500 ナノメーターのインクの

層は、原反に浸透することなく、強く瞬間的に

接着します。転写された画像は摩耗に強く、

印刷後の乾燥も不要で、ブランケット上のイ

ンク残りもありません。また、すべての既成印

刷用原反(コート紙、上質紙、厚紙、プラスチ

ック、特殊紙)が使用できます。 

■特長 
1. デジタル高速印刷対応 
・印刷スピードは6,500sphで高速・高生産性対応 
・プリコートせず、紙を選ばず印刷が可能 
・オフセット印刷に近い品質を実現可能 
2. ナノ水性インクジェットによる広色域・高品質 
・4色でも広い色の再現領域 
・オプションとして7色対応も可能（CMYKOGB) 
・ナノ技術による薄いインキ膜厚 
3. オフセットとデジタルを融合したデジタル高速印刷対応 
・小森とLandaの技術を融合したデジタル高速印刷機 
・B1サイズで最高速のデジタル機（1200×1200dpi）  
・オプションでチャンバーコーター構成も可能 
・反転機構付両面印刷機もラインアップ 

【基本仕様】 

色数  4色 (C/M/Y/K：Landa NanoInk®) 
最大出力解像度 1,200dpi×1,200dpi 
印刷速度 6,500sph 
最大紙寸法 750mm×1,050mm 
紙厚  0.06mm～0.8mm 

 
  



 

2. KOMORI ICT Solutions 
 
KOMORI ICT Solutionsは最新のICT技術を用い、印刷製造プロセスを「つなぐ」ことによって、工

程の見える化、自動化、省力化を実現し、印刷会社の生産性の向上を強力に支援する印刷機メーカ

ーKOMORIならではのソリューションシステム群の総称です。 
 

NEW 
KP-Connect  

KOMORI ソリューションクラウド 

クラウドで、いつでも、どこでも、簡単に印刷稼働状況の見える化 
KP-Connect は、安全なクラウド環境で“印刷会社”と“KOMORI”が印刷機の詳細な稼働情報を共

有し、「印刷機稼働の見える化」を実現することで、生産性の向上に寄与するサービスです。お客様

自身での改善活動はもちろん、KOMORI からもデータに基づき最高のノウハウを提供することによ

り、オペレーターの属人的な技量に依存しない安定的、高効率、高品質な生産を支援するプラットフ

ォームです。 
 
■特長 
・外出先で自分の仕事の進捗を確認できる 
・現場で発生した異常を管理者に通知することで即時対応可能 
・各ジョブの生産コストをリアルタイムで把握 
・月次稼働状況を分析し、改善策を討議できる 
・タブレットで標準作業時間や印刷・保守手順を確認 
・稼働状況を分析し、改善策をご提案します 

 
 

NEW 
K-Station 4  

印刷工程管理ソフトウエア   

すべての印刷機のスケジューリングとワークフローオートメーション 
K-Station 4 は、MIS と印刷機をつなぐインターフェースとして、工程管理をデジタル化・合理化しま

す。さらに、アドバンスドオプション※でプリプレスとポストプレスのオートメーションを実現します。 
※ drupa 2016 技術展示 
 
■特長 
・外出先で自分の仕事の進捗を確認できる 
・MIS 連携で２度入力なし。印刷進捗を見ながらスケジューリング 
・プリプレス・ポストプレスの自動化により、最少人数でのオペレーションが可能（多能工化） 

 
 

NEW 
K-ColorSimulator 2 

スキルレスカラーマッチングソフトウエア 

オフセットとデジタルのハイレベルなカラーマッチングを実現 
K-ColorSimulator 2 は、各種プリンター※で「オフセット印刷／ISO Color」を再現する KOMORI
カラーマネジメントの中核システムです。 
※EPSON インクジェットプルーファー、Impremia C シリーズ、Impremia IS29 
 
■特長 
・オフセット印刷とデジタル印刷 手間なしカラーマッチング 

 
  



 

3. コーナー展示 
 
 1）K-Supply／サービスコーナー 

KOMORIでは、K-Supplyのブランド名で、KOMORI製印刷機に最適化された専用消耗品や資

材・機材をラインアップしています。K-Supply は単なる消耗品ではなく、高い印刷品質とパフォー

マンスを実現するために KGC（コモリグラフィックテクノロジーセンター）のノウハウを結集して開発

された資材です。すべての出展機には、K-Supplyを使用しており、なかでもK-Supplyインキは、

H-UV 印刷に最適な硬化性・品質・汎用性・経済性をハイレベルに備えた KOMORI 標準の

H-UV インキです。 
会場では、環境対応商品 DC ブロアー、リアルタイム稼働モニター(電力消費監視装置)など、既設

機や工場の省エネに寄与する商品も紹介します。 
 

 2）KOMORI Ecology コーナー 
「それぞれが共生することで、相互のバランスが保たれた穏やかで明るい未来を築くこと」、それが

KOMORI が提唱する「グリーンコンセプト」です。このグリーンコンセプトのもとに取り組んでいる

生産環境の構築や製品開発の現況を紹介します。 
 

 3）オフ輪／シャンボンコーナー 
KOMORI は、H-UV 技術のオフセット輪転機への応用というニーズに応え、H-UV 搭載機を開発

し、更なる印刷技術革新に取り組んできました。 
H-UV は発表以来、おかげ様で、世界中で 600 台以上のオフセット機が稼働しています。（2015
年 12 月末日現在） 速乾による超短納期や極小ロット化への対応、油性ならではのトラブルを解

決するパウダーレスなど、今や印刷会社のビジネスを強力に後押しするシステムとなっています。 
今や H-UV は枚葉機だけでなくオフ輪機にも採用されており、乾燥機に影響されない枚葉機並み

の品質とオフ輪の高い生産能力を併せ持つハイパフォーマンスマシンとなっています。 
会場では、H-UV 搭載オフ輪の印刷サンプルや同絵柄を使用しての H-UV 枚葉機、従来オフ輪

機との比較サンプルを展示し、H-UV 品質を確認いただけます。また、KOMORI シャンボン社で

生産されているパッケージ向けインライン印刷機のパネルやサンプルも紹介します。 
 

 4）プリントギャラリー 
世界各地の付加価値の高い印刷物の数々。特殊技法、ビジネスモデルなどの競争力を持つさま

ざまな印刷物を展示し、印刷手法や取組みのポイントを紹介します。  



 

LITHRONE GX40 
 

 
 

GLX-640+C+H-UV 

LITHRONE GX40RP 
 

 
GLX-840RP+H-UV 

LITHRONE G37 
 

 
GL-437+H-UV L (LED) 

LITHRONE G29 
 

 
GL-529+C+H-UV 

Apressia CT137 

 
 

Impremia IS29 

 

Impremia NS40 

  
※展示内容は、都合により変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください 
 
 

＝ drupa 2016 KOMORI Special Website ＝ 

http://www.komori-event.com/drupa 2016/jp 
 
 
drupa 2016 小森ブースにご期待下さい。皆様にお会い出来る事を楽しみにしております。 


